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概要

医学用語の造語システムの中で，欧米のテキストにおいて「ルール」とされている事項について検

討を試みた。本論文では特に，連結母音，重母音，重音節の脱落 とい った現象に焦点を 当てて，主と

して医学辞典を調べる方法で検討した。その結果，「連結形同士の結合においては普通連結母音は落ち

ない」というルールに例外かかなりあること，連結部において母音が続く場合や似た綴りの繰り返し

がある場合には 1音または 1音節が脱落する傾向がみられることなどがわかった。また，この現象は，

発音面から自然に生じた短縮傾向であって，偶発的なものであることが，辞典への掲載状況からうか

がわれた。

はじめに

医学用語を習得しようとするとき ，ギリシャ

語・ラテン語源の wordelements (roots, prefix-

es, suffixes)を覚えていく方法か効率的だとい

うことは広く認められている。これらの word

elements（語要素）は，おのおのほぼ単一の意

味を有し，容易に組み合わせることができる。

それゆえ我々はそれら語要素を覚えることによ

って，難解に思える医学用語でも意味を解くこ

とができる。この方法は，膨大な数の医学用語

を一つひとつ覚えてい〈よりも効率的でやさし

〈,「300少々の語要素を覚えることによって実

際に何万もの医学用語の意味を理解できるよう

になる」 1)とする文献もある。本学においても医

学用語の学習にはこの方法を用いて，教育効果

をあげている。

語要素を合成して複合語をつくる 「造語過程」

にはあるルールが存在するとされている。我々

も，そのルールに従って語を合成したり分析し

たりする訓練を学生に課して医学用語を習得さ

せている。これは初学者にとっては理解しやす
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い簡単な方法であるが，現実には時にそのルー

ルでは説明できない語に行き当たる場合があ る。

そこで，我々はこの「ルール」について， どう

いうもので，どのように適用されているかを検

討することにした。

まず，アメリカのみならずわが国においても

権威ある辞典として認められている Dorlandと

Stedmanの医学辞典に造語法がどう書かれてい

るかを調べてみた。そのことに関する説明は，

古い版にははとんどない。最近の版では幾分紙

面がさかれているが，ギリシャ語，ラテン語の

語源に始まる説明に終始し，かなり難解である。

比較的わかりやすい説明をあげると次のような

ものがある。 “Acompound word is one that 

contains more than one stern... The first part, 

containing its stem only, is usually joined to 

the second part by a connecting vowel, espe-

cially when the second part begins with a 

consonant. The vowel is usually o, sometimes 

i, and, rarely, a. When the first part of a 

compound ends in a vowel, and the second 

part begins with one, the vowel-ending of the 

first part usually disappears, for example, 

chol-uria, from G. chole + ouron, + -ia... The 

forms used for the purpose of creating com-

pound words are called combining forms." 2' 
つまり ，2つの要素を結合させるときには combin-

ing vowelを使うが，第二要素が母音で始まる

場合は第一要素の末尾の母音は省略される。

ここで各語要素の英文名に対する日本語表記

について補足 しておく 。これらにはいろいろな

訳がある。 例えば，combiningformについて

も， ドーランド ・廣川図説医学大辞典3)とステ、ノ

ドマン医学大辞典4)をみると， 「造語形」と「連

結形」の 2語が使われている。本論では次の用

語を使うことにする。

(word) root 

prefix 

suffix 

combining form 

語根

接頭辞

接尾辞

連結形

combining vowe] 連結母音

さて，医学辞典では明確に説明されていなか

った「造語法」は，「テキスト 」ではプログラム

化され，かなり明快に提示されてい る。アメ リ

カで発行されている 7種類のテキスト 1).5)-10)を

調べてみると ，どれも語の要素をく語根，接頭

辞，接尾辞＞に分け，＜接頭辞＋ 1つ以上の語

根十接尾辞 （接頭辞，接尾辞はすべての用語

につくとは限らない） ＞という構成で医学用語が

成り立っているとしてい る。そして，語根はそ

れのみでは発音しにくいので，連結母音をつけ

た連結形の形で覚えてい〈としている。

そして，これら語要素をつなぐ 「ルール」と

して次の 3点をあげている。

(1) 連結母音にはふつう 0が用いられ，語根

と語根，あるいは語根と接尾辞の連結部に

使われる。連結母音は発音を容易にするた

めに使われるものである。

(2) 語根と接尾辞の連結で，接尾辞が母音で

始まるときには連結母音は使われない。

(3) 語根同士の連結の場合には，あとにくる

語根が母音で始まっていても，連結母音は

省略できない。

これらの説明は 「ルール」としては っき りと

出されている。ところが，さらによく検討する

と，次の様な但し書きかあるものがあった。

「……このルール（連結母音は接尾辞が子音

で始まるときは使われるが，接尾辞が母音で始

まるときには使われない）にはい〈つか例外か

ある。特に発音や意味が影響を受けるような場

合は・・・・・・」5)0 

「……このルールには例外がある。学習が進

むにつれそういった例外を知ることになるだろ

うか，今のところは，母音で始まる接尾辞の前

では連結母音は落ち ると覚えておきなさい

・・・・・・」 6) 0 

「 ••…• もし語根が母音で終わっていたら ， た

いていの場合別の母音が付け加えられることは

ない。母音が 2つ続〈ような場合，一部の語で

は母音が落ちることかある •••… 」 7) 。

いずれも連結母音は発音の便宜上のものであ

るから，必要でないならルールに関係なく落ち

る場合があることや，さらに語根の母音であっ

ても脱落する可能性があることを示唆している

と考えられる。そこで，こ の但し書きに従って，

今回の研究では，特に「連結部における綴りの

脱落現象」に焦点を当てて調べてみた。
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，
 調査対象と方法

医学辞典を使って次の項目について調べた。

(1) 連結母音はJ¥.,,---J噸且りに適用されているか。

(2) 連結部において母音か 2つ以上続く場合

母音が落ちることがあるというが，実際に

はどうか。

(3) 綴りが重複する場合一部が落ちる現象は

どのくらいあるか。

(4) hの脱落は造語のルールに従って意味を

とる場合の障害とな っていないか。

調査に使った辞典は次の通りである。

• Kato's Integrated English-Japanese Medi-

cal Dictionary［医学英和大辞典］

初版 (1960)I I} 10版 (1972)12> 

（以下 Katoと略す）

• The American Illustrated Medical Diction-

ary 12版 (1923)13> 

Dorland's Illustrated Medical Dictionary 

27版 (1988)14> 

（以下 Dorlandと略す）

• Stedman's Medical Dictionary 

23版 (1976)Z} 25版 (1990)14> 

（以下 Stedmanと略す）

結果および考察

(1) 「母音で始まる接尾辞の場合，連結母音

は使われない」 というルールはほぼ全体に適用

されている。ただし，このルールが守られてい

ない場合もなくはない。例として第二要素に

edemaがくる場合をあげてみる。

連結母音が落ちる例 落ちない例

arthredema 

blepharedema 

actyledema 

lymphedema 

nephredema 

pneumonedema 

podedema 

scleredema 

acroedema 

angioedema 

bronchoedema 

erythroedema 

myoedema 

myxoedema 

rhinoedema 

uroedema 

(Dorland 27版による） 14)

テキストの記述では， 7種類のテキストすべ

てにおいて edemaは接尾辞として紹介されて

いた。 しかし， Dorland(27版），Stedman(25 

版）では独立した語として分類されている。

(2) 「語根同士の連結においては連結母音は

通常落ちない」というルールについて： Leonard

のテキストには次の様な一項か付け加えられて

いる。

「連結母音はまた 2つの連結形をつけるため

にも使われる。・・・ ・・・cardi/oと aortitisをつけ

る場合には cardioaortitisとなる。 しかし， こ

の場合 cardiaortitisもスペルとして認められる。

同ー用語に 2つの綴りが生まれてくるというの

は長く使われていくうちによく起こることであ

る」6)0 

この説明でも触れられているように，語根同

士をつなぐときでも，連結母音が使われない例

はかなりみられる。例えば，Dorland(27版）の

enter/oの項から enter/oと連結形が結び付い

た語をいくつか拾い上げてみる。

enteradenitis 

enterangiemphraxis 

enteroanastomosis 

enteroantigen 

enteroapokleisis 

enterococcus 

enterocolitis 

enterocystoma 

enteroenterostomy 

enterohepatitis 

enterobacteriotherapy I enterointestinal 

enterobiliary enterolithiasis 

enterocholecystostomy 

この中で，子音同士の結合ではもちろん連結

母音が使われているか， 「第二要素が母音で始ま

っていても連結形同士の結合なので連結母音を

使っている」語は enteroanastomosis, enter-

oantigen, enteroapokleisis, enteroenteros-

tomy, enterointestinalである。一方「連結母音

が落ちている」語には enteradenitis,enteran-

giemphraxisがある。

表 1は， gastr/o,hem/o, hidr/o, lymph/o, 

myel/ o, nephr / o, oste/ oという連結形のあとに

母音で始まる連結形がきた形の語を集めたもの

である。これを見ると連結母音が使われている

ものと省略されているものの分別に特徴的な傾

向はないようである。ただ， hem/o,lymph/oの

あとにangi/o,aden/oといった連結形がくると

きは， どの語でも連結母音は使われていない。



10 名木田恵理子 ・田中伸代 ・太田英子・岡田 衆

表 1 連結形同士の結合における連結母音の脱落例

(Dorland 27版による）14) 

第二要素が母音で始まる連結形の楊合の
連粘形

連結母音の脱落 連結母音の保持

gastrademt1s gastroadernt1s 
gas tr a lgokenosis gastroacepha I us 
gas tr a trophi a gastroadynamic 

gastroamorphus 

gastroanastomosis 

ga str oen tera lgi a 

gastr/o （他 gastroenterーの語12)

gastroepiploic 

ga st roe so pha gea 1 

（他 gastroesophag-の語2)

gastro1 leac 

（他 gastroileーの諾2)

gastro1 ntestmal 

hemopsonin hernoopsonin 

hem a ng1 ectas, a hemoendocn nopa th1c 

（他 hemangiーの語14)

hem/o h ema rth ros1 s 

hem as th enosi s 

hem autograph 

hemophthalm1a 

hidradenoma h,droadenoma 
hidr/o 

hidradenitis 

I ymphep1 the! 10ma I ymphoepi the] ioma 

I y mph a denecta sis 

（他 lymphadenーの語16)

lyrnph/o lymphang1t1s 

（他 lymphangi —の語 20 )

lymphendothel 10ma 

lymphenteritis 

myelencepha I I t,s myeloencepha Ii tis 

（他myelencephalーの語2)

myel/o rnyelacepha 1 us rnyeloopticoneuropa thy 

mye la na losis 

rnyelapoplexy 

nephr/o 
nephradenoma neph roa bd o rn i na I 

n eph roa ngi osc I e rosi s 

ostea n agenes1 s osteoa n a gen es is 

ostea rth ri tis osteoa rth ri tis 

ostarthnt1s （他 osteoarthrーの語2)

oste/o ostearthrotorny os tea anesthesia 

os tea nab ros1 s os teo a neu rysrn 

os tea na ph ysi s osteoa rticul a r 

ostembroyon osteoep1phys1s 

下線を付したものは、二つの綴りが認められる用語

この組み合わせの場合；別々の要素として切り

離さずに lymphangi/o (リンパ管）， hemangi/o

（血管）という連結形としてあげている辞典もあ

る16)。また，同ー用語に 2つの綴り（連結母音か

使われているものと使われていないもの）が認

められているものもかなりある。それらを表中

では下線を付して示した。

連結母音は発音を容易にするために使われる

「便宜上の」ものである ことからすると ，その

適用をルール化するには何らかの無理があるの

かもしれない。

(3) 連結部において母音が続く場合の母音脱

落現象について ：angi/o と -itisが合成される

とangiitisとなる。このように，語根か母音で

終わるものに母音で始まる接尾辞がつくときは，

連結母音が使われていなくても母音が続くとい

う状態になる。この場合しばしば一方の母音（語

根の母音）が脱落する。 angiitis の場合にも

angitisが認められている。

この傾向かどれはどみられるのか，Katoの初

版と 10版，Dorlandの12版と 27版，Stedmanの

23版と 25版の 6つの辞書によって調べた（表 2)。

実際の調査では，母音で終わる語根36種と母音

で始まる接尾辞17種についてみていったが，表

には脱落傾向か著しい組み合わせ（語根10, 接

尾辞 3) のみを載せた。この調査では 0で始ま

る接尾辞が続く場合で語根の母音が落ちる例は

なかった。辞典の旧版と新版との間の記載差は

それはどなかったので新版の結果のみを載せた

(Stedmanに一部，違いがあった。表 2参照）。

表では ia,ie, ii, ea, ee, ei の組み合わせで語

根の母音が落ちる例が見られる。angiitis と

angitis, orchiectomy と orchectomy, osteitis 

とostitis,radiectomy とradectomy,tracheitis 

とtrachitisは 2つの綴りが同ー用語に使われて

いる例である。 carditis,cranitis, orchitisのよ

うに脱落形のみで元の形が使われてない場合も

ある。

また，辞典によっても所載に違いかある。 例

えば，arterectomy,ostalgiaは Stedmanでは

掲載されていない。 Katoは arteriitisも載せて

いるが，他の辞典は arteritisのみである。また

arteralgiaを載せているのは Dorlandだけであ

る。

(4) 1語のなかで同音節が続く場合，一部が

省略される場合がある ：urine とanalysisの合

成語が urinanalysis とならずに urinalysis と

なったり ，dilatation （拡張症）が dilation と

いう短縮形をもったりするのは，haplology（重

音脱落）のよく知られている例である。こうい

った重音あるいは重音節の脱落についてはどの

テキストも特に触れてはいないか， もしかなり
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表 2 連結部における母音脱落例

連結形 辞典
-alg1a -ectomy 

保 持 脱 落 保 持 脱 落

K ang1alg1a ang1ectomy 

ang1/o D anglalgla ang1ectomy 

s ang,algia ang1ectomy 

K arteriectomy arterectorny 

arteri/o D arteralgia arteriectomy arterectorny 

s artenectomy 

K cardialg1a card1ectomy 

card1/o D cardialg1a card1ectomy 

s cardialg1a card,ectomy 

K craniectomy 

cran1/o D craniectomy 

s craniectomy 

K ganglrectomy 

gangli/o D gangl1ectomy 

s gangl1ectomy 

k lleectomy 

ile/o D rleectomy 

s deectomy 

K orch1alg1a orch,ectomy orchectomy 

orch1/o D orch1alg1a orch,ectomy orchectomy 

s orch,algia orchiectomy orchectomy 

K ostealg,a ostalgia osteectomy ostectomy 

oste/o D ostealgia, ostalgia osteectomy ostectomy 

s ostealg1a 23版ま では所載 ostectomy 

K rad1ectomy radectorny 

radi/o D rad1ectomy radectomy 

s rad1ectomy radectorny 

K trachealg1a 

trache/o D trachealgia 

s trachealgia 

K: Kato, lOed.12'D: Dorland, 27ed."' S: Stedman, 25ed "' 
表中， 字体の濃淡は所載の軽重を示す

11 

-1t1s 

保 持 脱 落

angは IS angitis 

ang11t1s ang1t1s 

ang此 IS ang1t1s 

arterntis arteritis 

arteritis 

arteritis 

card1t1s 

card1t1s 

card1t1s 

cramt1s 

cramt1s 

23版までは所載

gangl11t1s 

gangl11t1s 

gangl11t1s 

Ile1t1s 

I!e1t1s 

ile1t1s 

orch1t1s 

orch1t1s 

orch1t1s 

oste1t1s ost,tis 

oste1t1s ost,tis 

oste,tis ost1t1s 

trache1tis trach1tis 

trache1tis trach1t1s 

trache1t1s trach1t1s 

の頻度でこれがおこれば混乱のもととなりうる。

ここでは連結部か toto,ala!といった綴りにな

る語をとりあげて，その実態を調べた （表 3)。

短縮形か 3つの辞典すべてにおいて認められ

ているものには dermalgia,dermatome, ker-

atome, megalgia, pancreectomy, pancretomy, 

stomatomy かある。ただし，dermat/o と

megal/oについては，それぞれ derm/o,meg/a 

という短縮された形の連結形がすでに認められ

ているので，あるいは合成後の脱落とはいえな

いかもしれない。

cephalgia, cholecystomy, keratomy, 
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表 3

連結形

blast/o 

重音脱落 (haplology)の例

三三例1: l [Iー：
表 4 綴 りの hの脱落例

(Dorland 27版による ）1,)

cephal/o 
cephalalg1a 
------------
cephalgia 

01010 
--

x101x 

cholecyst/ o 
cholecystotomy I O I O I 0 

chole妙s(6応y―----l―ーヌ--|―-ヌ-|: 
cysl/o 

cystotomy 01010 
・・ ・・ ・・・・・・・・・・・・響―---------------------Cystomy l x | x | x 

dermatalgia 01010 

dermal gt a 
derm/o, dermat/o I 

-de-r!！1-ato翌meーーー一十°—+°- X 
dermatome I O I O I 0 

01010 

hepat/o 
01010 

X I X I X 

hist/o 

hepatotomy 
・------・----
hepatomy 

histotomy 
・---------
histomy 

01010 

XIXIX 

kerat/o 

keratotome 
.......響...

keratome 

01010 

01010 

keratotomy I O I O I 0 
贔ふ。＿n＿1-}―…----l--0-1ヌ―-I―及―

mast/o 
mastotomy 01010 

rneg/a, rnegal/o 

odont/o 

[：：こ::：;la j : I : I : 
叶
X I X I X 

連結形 hが残 っている語 hが脱落した語

hyperalonem1a 
hallo 

hypoaloneh1ia 

dacryohelcosis dacryelcos1s 

enterelcosis 
helc/o 

nephrelcosis 

splenelcos1s 

hypohem,a hypemia 

nephrohem,a nephremia 

hem/o o!Igohemia oltgemia 

polyem,a 

splenemia 

anhidros1s anidrosis 

anhidrotic arndrotic 

dysh1drosis dys1drosis 

h1dr/o hem1h1dros1s hemidros1s 

hemihypendrosis 

hyperhidros1s hypendros1s 

polyh1dros1s polyidros1s 

hydr/o 
anhydremia anydremia 

nephrohydros1s nephrydros1s 

ot/o 

megalg1a 

odontotomy 
-----------
odontomy 

ototomy 01010 

pancreat/o 

ix

0

X

0

 

ixo

<00二pancreectomy | ° i ° | ° 
pancreatotomy I O I O I 0 

pancreatomy 

proctotomy >
proct/o 

---------------------l―---- ----------

proctomy x | x | x 

proctotome 
・・・・・ ・・・・・ ・・ 

proctome 

01010 

XIXIX 

prostat/o 
prostatotomy I O I O I 0 

rect/o 

prostatomy 

rectotomy 
---------
rectomy 

recto tome 
---------
rectome 

XIXIX 

01010 

XIXIX 

01010 

X I X I X 

stomat/o 

stomatalg1a 
・・・・・・・ ・・ 
stomalg1a 

stornatotorny 

.0. Io Io 

已乳〗
stom:tom}―「0] 0―| 0 

K : kato, 10 ed."' D : Dorland, 27 edい ）

S : stedman, 25 ed''' 

pancrealgia, stomalgiaについては辞典によっ

て違いがある。

表には載せていないが， Dorlandの12版では

なかったcephalgia,pancrealgiaが， 27版では

記載されていた。12版と 27版の間には 65年の時

間的経過がある。Katoは初版と 12版の開きが12

年はどのせいかこの点での違いはなかった。

重音節脱落についてはこの表で見る限り ，規

則性のあるパタンはみられない。ただし，スペ

ルの短い語よりも長い語において脱落が起こる

傾向があるといえるかもしれない。

(5) hの脱落傾向 ：音声学でもいわれている

ようにh音は母音の前で発音されない傾向があ

る。それが 綴 りの hの脱落につながっている。

医学用語においては， hで始まる語根が第二要

素としてくる場合で前後に母音がある場合は h

の脱落傾向が見られる。この点について二，三

の用語を調べてみた（表 4)。hidr/o, hem/o, 

helcosis など落ちる例の多いものは， idr/o, 

em/o, elcosisといった hの落ちた形も一緒に学

習させる指森も有用であろう 。
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まとめ

今回の調査の結果から次のまとめが可能であ

る。

(1) 連結母音は発音のために使われる便宜上

のものであるので，発音上重要でない場合，

脱落する ことがある。これはしばしば起こ

りうる。また，落ちるかどうかには っき り

した規則性はみられない。

(2) 連結部において 2つの母音が連続する場

合は一方が落ちることがある。発音上の必

要がないから使われているうちに簡略化さ

れるのであろうが，これも特に稀なケース

ではなく ，ルールらしきものもない。

(3) 重音脱落はかなり起こ っているが，その

発生に規則性はみられない。

(4) hの脱落傾向は hで始まる連結形が語中

にある場合しばしば生じる。

以上いくつかの考察を加えてみると，いわゆ

る「ルール」とされているもの自体が明確に定

められたわけでもなく ，それゆえ厳密に適用さ

れてきたものでもないという背景が見えてくる。

これらの「ルールはずれ」は思った以上に多い

といえるのであるが，学習者の立場から見ると

それほど大きな障害となるものではない。すな

わち，一度情報としてインプッ トしておけば，

その後はたやすく対応できる範囲のものである。

むしろ，学習者は これ らの「ルールはずれ」の

存在をを知ることで， 言語の本質を体験する機

会に恵まれる。言語の「ルール」というものか

意外に厳密さに欠けるもので「使用されるうち

に」様々な異型が生じることを知るのである。

すなわち，（1）繰り返されるフレーズは 1語に縮

まる，（2）音は簡略化される， （3）ルールにゆるみ

が生じる， というきわめて人間的な側面がある

ことを改めて認識することになるのである。

テキストの面からいえば，どのテキストでも

造語の「ルール」 として明記しているものか，

それほどしっかりしたものではなく，「ルール」

というよりは慣用的に成立している「パタン」

でしかないという結論がほのみえてくる。この

点についてはさらに，次稿で詳し〈論じてい〈

予定である。
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